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論文の内容の要旨
　本論文は，Bose（王947）によって提案された直交配列の構成法を，代数的な視点から捕らえなおし，それを一
般化する手法を提案している。この提案に基づき，特に強さ2つの均斉配列の構成に関して新しい構成法を与え，
さらにこの考え方を拡張して“M伽a11y　M－iptersecting　variety”という幾何学的概念を提案しその性質を論じて
いる。
　本論文の最も重要な貢献は2章で行われている。Boseの構成法は，強さ亡の直交配列を構成するものである。
この時，有限体を要素とし，その任意の玄本の行ベクトルが独立である吻×〃行列を構成し，有限体を要素とす
る犯次元空聞内のすべての点に対してこの行列を掛けるという操作によって求める直交配列を構成する。この「行
列を掛ける」という操作は，「行列の各行を係数とする肌個の線形関数ベクトルを〃次元空間内の点で評価する」
という操作だとみなすことができる。本論文の新規性は第一には，Boseの構成法をこのような考え方で捕らえ
直し，この考え方を一歩進めて，線形関数の枠を取り払い「任意の榊個の犯変数多項式の組による有隈体値ベ
クトルを計算する」ことを提案している点にある。更に，Boseの構成法においては有限体によるベクトル空間
のすべての点を用いるのであるが，本論文の第二の新規性は，定義域を適当な部分集合に制限することを提案し
ている点である。
　線形関数の枠を取り外した場合，実際に均斉配列を得るためには，この関数の組と関数の定義域とに適当な制
限が必要である。本論文は，一般の場合に対してその必要条件を与えている。必要条件だけでは，実際の構成に
利用することはできないが，本論文では，特にこの関数を斉次多項式，特に，二次形式にした場合に対して，3
次元射影空間上の位数g2（gは有限体の要素の個数）の写像の群を用いてσ2個の多項式を生成し，定義域を適当
に制限しながら3個のシンボルからなる強さ2の均斉配列を系統的に導いている。与える関数が二次形式（e111pt1c
型）の場合に新しい均斉配列が構成され（定理2．4，定理2．5），二次形式（hyperbo1ic型）の場合には，既知
の直交配列と均斉配列が構成されている（定理2．6，定理2．7；補題2．4，補題2．5）。
　3章では，2章のアプローチにより均斉配列を構成する場合に，最初に与える関数が満たすべき必要条件を記
述する新しい概念として，“Mutua11y　Ml－intersecti㎎varieties”を提案している。2章での配列の構成で用いたg2
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個の二次形式も，Mutuany　M－intersecti㎎varietiesをなしていることを示されており（定理3．2，定理3．3），
この意味で3章は2章の拡張となっている。更に，有隈射影平面上のHe．mitian　varietyを用いたいくつかの構
成法の考察も行っている（定理314，定理3．5，定理3．6，定理3．7，系3．1）。
審査の結果の要旨
　均斉配列の構成法に関して，既存の方法を新しい見方から捕らえ直し，その見方に基づいて従来と全く異なる
タイプのアプローチを提案したこと，更にそのアプローチに墓づいて実際に新しい均斉配列を系統的に導いて見
せたことは評価に値する。本論文で提案されたアプローチの実際の有効性，今後の発展性の程度は現時点では予
測しがたいが，現時点までの結果のみで既に十分評価しうる段階に達していると考えられる。2章の結果の一部，
3章の結果の一部は既に国際的学術雑誌に採録が決まっており，この意味から第三者による評価も十分になされ
ていると考えられる。
　よって，著者は博士（経営工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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